
令和3年7月27日（火）

（仮称）浦和駅周辺まちづくりビジョン

有識者懇話会を開催します



浦和駅周辺地区では、良質な都市基盤が整備されており、今後も魅

力ある都心拠点であり続けるために市民、事業者、行政などの様々な

立場の人々が協働・連携によりまちづくりを推進するため、まちの将

来像やまちづくりの方針を共有することを目的としています。

（仮称）浦和駅周辺まちづくりビジョンとは

策定の目的
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回数等を今後検討)
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有識者懇話会の構成

有識者懇話会

氏名 役職 団体名等

隈 研吾 会長 建築家

安藤 梢 三菱重工浦和レッズレディース選手

市川 淳平 さいたま市浦和商店会連合会 副会長

坂井 貴文 埼玉大学学長

田口 裕基 株式会社三越伊勢丹 伊勢丹浦和店店長

鳥羽 三男 東日本旅客鉄道株式会社 浦和駅長

廣瀬 通孝 東京大学名誉教授

向井 亜紀 タレント

安河内 眞美 古美術鑑定士

清水 勇人 座長（司会進行）

（敬称略）



有識者の紹介①

隈 研吾氏 1954年生。1990年、隈研吾建築都市設計事務所設立。

慶應義塾大学教授、東京大学教授を経て、現在、東京大学

特別教授・名誉教授。国内外で多数のプロジェクトが進行

中。国立競技場の設計にも携わった。主な著書に『点・

線・面』（岩波書店）、『ひとの住処』（新潮新書）、

『負ける建築』（岩波書店）、『自然な建築』、『小さな

建築』（岩波新書）、他多数。

国内にとどまらず海外でも活躍されている日本屈指の建築家として、グ

ローバルな視点から、浦和の未来の姿を見据え、様々な分野に刺激を与

え、浦和の魅力をさらに伸ばすような都市デザイン等についてお考えを

伺いたい。

選任にあたって期待すること



有識者の紹介②

安藤 梢氏

1982年栃木県宇都宮市生まれ。16歳で日本代表に召集され、FIFA

女子ワールドカップアメリカ大会でA代表デビューし、女子ワー

ルドカップ優勝やロンドン・オリンピック銀メダル、フランクフ

ルトでは女子チャンピオンズリーグ制覇を経験するほか、7年半ド

イツでプレーし、2017年に浦和レッズレディース復帰、昨年、な

でしこリーグ通算200試合出場を達成した。現在、レッズレディー

スの選手として活躍しながらも筑波大学の助教も務めている。

サッカーのまち浦和の地元チームの現役選手であるとともに、ヨー

ロッパのまちでも活躍されたご経験をもとに、スポーツの視点から、

浦和のまちの魅力をどのように伸ばしていけばよいかなどについて、

お考えを伺いたい。

選任にあたって期待すること
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有識者の紹介③

坂井 貴文氏
1978年群馬大学教育専攻科修了。同年から埼玉県内

の公立高校にて約10年間教鞭を執る。その後、埼玉

大学理学部講師や助教授、米国国立衛生研究所客員研

究員を経て2003年から理学部教授。その後、理学部

長、図書館長、大学院理工学研究科長を歴任し、

2020年埼玉大学長就任。

浦和地区の大きな特徴である文教都市について、教育者というお立場

から浦和の教育の歴史を紐解き、浦和が文教都市として目指すべき方

向性などについて、お考えを伺いたい。

選任にあたって期待すること



有識者の紹介④

廣瀬 通孝氏

昭和29年5月7日生まれ、神奈川県鎌倉市出身

東京大学名誉教授

東京大学先端科学技術研究センター サービスVRプロジェクトリーダー

東京大学大学院工学系研究科博士課程修了後、同大学
の教授や東京大学連携研究機構バーチャルリアリティ
教育研究センター機構長、日本バーチャルリアリティ
学会会長等を歴任し令和2年4月より現職。

専門はシステム工学、ヒューマン・インタフェース、
バーチャル・リアリティ

選任にあたって期待すること

浦和の未来の姿を見据え、これからの社会に求められているICTやDX
（デジタルトランスフォーメーション）といった先進技術を、浦和のま
ちづくりにどのように生かし、魅力を伸ばしていけばよいかなどについ
てお考えを伺いたい。



有識者の紹介⑤

向井 亜紀氏

埼玉県さいたま市出身

埼玉県立浦和第一女子高等学校卒業

日本女子大学在学中、ラジオ番組のＤＪとして人気を
集め、以降テレビ・ラジオ・エッセー執筆・全国での
講演会などで幅広く活躍。現在もテレビの司会者をは
じめ様々な分野のメディアで活躍中。

選任にあたって期待すること

さいたま市出身であり、浦和をよくご存じであることに加え、数多くの
メディアへの出演や講演会等で全国の都市を見てきたご経験をもとに、
浦和のまちの魅力をどのように伸ばしていけばよいかなどについて、お
考えを伺いたい。



有識者の紹介⑥

安河内 眞美氏

福岡県北九州市出身（北九州市観光大使）

上智大学外国語学部ロシア語学科卒

大学までは骨董とは縁のない人生を歩まれているが、
二十歳を過ぎてから古美術の世界へ足を踏み入れる。

その後、自らのギャラリーを開業し（現：ギャラリー
やすこうち）、1996年からはテレビ東京「開運！なん
でも鑑定団」へ鑑定士として出演し活躍中。

選任にあたって期待すること

浦和は「鎌倉文土に浦和絵描き」といわれ、文化芸術に関わりのある場
所として知られています。洋画家や日本画家、彫刻家などの芸術家が多
く住み、育まれた文化を分析いただき、文化芸術を生かした浦和の魅力
の伸ばし方等について、お考えを伺いたい。



有識者の紹介⑦

鳥羽 三男氏

市川 淳平氏

田口 裕基氏

たくさんの人々が集う場

として駅から地域の魅力

の発信に貢献してまいり

ます。よろしくお願いい

たします。

慶応義塾大学法学部政治

学科卒業。卒業後、㈱三

越（現㈱三越伊勢丹）へ

入社。総合企画部部長な

どを経て現職。

ＪＲ浦和駅長 伊勢丹浦和店店長

さいたま市浦和商店会連合会 副会長
㈱イチカワ・コーポレーション代表取締役

さくら草通りの高砂二親会会長に平成19年就任。

さいたま市浦和商店会連合会の副会長に就任し、

浦和地域の活性化に取り組んでいる。



（仮称）浦和駅周辺まちづくりビジョンの検討に際し、目指すべき

まちの将来像やまちづくりのテーマなどについて、有識者の方々や地

域の代表の方々から、様々な観点でご意見を伺うことを目的としてい

ます。

第１回 有識者懇話会の概要

開催の目的

定 員 １５０人程度

日 時 令和３年８月２８日（土）

13時30分～15時

会 場 さいたま市青少年宇宙科学館



傍聴に関する応募方法

市ホームページから

ＦＡＸでのご応募

お名前、ご住所、行事名、電話・ファックス番号をお知らせ
ください。

〒330-9588 さいたま市浦和区常盤6-4-4 さいたま市 都心整備課

ＴＥＬ： ０４８－８２９－１５７７

ＦＡＸ： ０４８－８２９－１９３７

応募期間 ８月２日（月）から ８月１３日（金）

さいたま市ホームページ内の応募フォームに

必要事項を入力して送信してください。




